






要約:共同研究として、小児心身症対応マニュアル〈保護者用 6 種・養護教諭用 1 種〉を

作成し評価を受け修正した。夜尿、チック、夜驚については、家族の個々の疑問に対応す

る回答が記載でき、過敏性腸症候群では、医療機関を受診するほどではない児の保護者の

不安を取り除く役割を持ち、神経性食思不振症と不登校では治療の導入に有用であった。

養護教諭用マニュアルは、養護教諭の対応の指針となったこと以外に、養護教諭が担任教

師に心身症について説明するために役立っていた。個別研究として、幼稚園入園時からの

前方視的調査、沖縄県における学校と医療の連携システムの調査、小児医療におけるカウ

ンセリングの実態調査を行った。現在小児心身医療を担当している医師の多くが、心身医

療研修の機会を希望していた。


